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* 独立行政法人　産業技術総合研究所・地質情報研究部門

1. はじめに

産業技術総合研究所地質分野では安心・安全な社

会構築のための基盤情報である地質情報の整備を行

い，それを基礎にして，自然災害の軽減，地球環境

の保全，資源・エネルギーの開発などの問題解決の

ため技術開発を進めている．その中で，火山災害の

軽減に資するための地質学的研究は，地質分野の主

要な研究課題のひとつとして位置づけられている．

火山災害の軽減のためには，火山活動の評価，噴火

発生および活動推移の予測が不可欠である．産業技

術総合研究所では，地質調査に基づき過去の噴火履

歴や発生頻度，噴火の推移過程を把握・評価すると

共に，その原因となるマグマ供給系や上昇・噴火過

程を地球物理観測や岩石・火山ガス等物質科学的解

析に基づきモデル化することにより，火山活動の推

移過程予測手法の高度化を進めている．本稿では，

産業技術総合研究所が現在実施している，2. 火山地

域の地質図類の整備，3. 火山活動推移予測の研究お

よび  4. 活火山データベースの整備について主に紹

介する．

2. 火山地域の地質図類の整備

火山には個性があり，似たような噴火を繰り返す

ことが多い．そのため過去の活動履歴の解明は，今

後起こりうる噴火の様式や規模などを推察するひと

つの大きな手がかりになる．産業技術総合研究所で

は，過去の活動履歴を解明するため，詳細な現地調

査を一貫して行い，地質図類として整備してきた．

これら地質図には，いつ，どこで，どのような様式

の噴火をして，どの範囲に影響を及ぼしたのかが表

現されている（図 1）．火山地域の地質図には，活動

的な活火山にターゲットを絞った火山地質図シリー

ズと全国を対象とした 5 万分の 1 地質図シリーズが

ある．火山地質図は 1981 年の桜島火山以降，16 火

山を整備し，必要に応じて改訂してきた．2000 年

以降では，霧島，三宅島，岩手，口永良部島，有珠

第 2 版，樽前，十勝岳である．そして最も活動的な

A ランク分類の火山は，2012 年度の諏訪之瀬島火山

の整備をもって完了する（無人島を除く）．5 万分の

1 地質図シリーズの活火山は，2000 年以降，弥陀ヶ

原，八甲田山，沼沢，開聞岳，池田・山川，西之島，

榛名山が整備された．

火山の活動履歴および発達史の解明において，噴

火年代を特定する正確な時間軸の挿入は欠かせな

い．産業技術総合研究所では，年代測定手法の開発

として，若い火山岩に適用できるより高精度な年代

測定システムを構築し実測定する研究を行ってい

る．これらの成果は，地質図類の整備にとって欠か

せないものであり，正確な地質図作成および活火山

の情報整備に大きく貢献している．

従来の地表地質調査に加え，ボーリング，トレン

チ，海底調査などの技術を組あわせ，火山の活動履

歴の解明も進めている．伊豆大島火山においては，

ボーリング・トレンチ調査により，今までに地表調

査に基づき構築された噴火史をより高度化させ，更

に周辺の海底調査と陸上の側火口噴出物を合わせ

て，長距離マグマ移動を明らかにしてきている．こ

れらの成果は，将来の地質図類の整備に向けた重要

な成果となっている．

3. 火山活動推移予測の研究

火山活動履歴や噴火推移を支配するマグマ供給系

やマグマの上昇・噴火発生過程の理解を目指し，物

質科学的な手法を中心とする様々な研究を系統的に

進めている．ここではその主なものについて紹介す

る．

火山活動を特徴づけるマグマの組成や噴火に至る

マグマの進化・分化やマグマ混合を明らかにするた

めには，噴出物の岩石学的な解析が有効である．産

業技術総合研究所では特に，火山岩斑晶中のメルト
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包有物の主成分・揮発性物質や斑晶の微細構造の分

析に基づく解析を進めている．これら試料は微小で

あるため，分析には電子線マイクロプローブ・二次

イオン質量分析計などが活用されている．また，そ

の解析結果の定量的評価のために，内熱ガス圧式高

温高圧装置を用いたマグマの反応実験なども行われ

ている．これらの解析に基づき，例えば，2011 年の

新燃岳噴火は，マグマ溜まりの中で長期間にわたり

マグマ混合を繰り返してきたマグマに噴火直前に再

度マグマ混合が生じた結果噴火に至っている事など

を明らかにすることができた．

マグマ中の火山ガス成分は爆発的噴火の原動力で

あるとともに，地表に放出されている火山ガスは地

下でのマグマの脱ガス活動の反映でもある．産業技

術総合研究所では，活動的火山の火山ガス観測を実
図 2 三宅島 2000 年 8 月 18 日噴出物カンラン石斑晶中

の玄武岩質マグマのメルト包有物（斉藤元治撮影）

図 1 十勝岳火山地質図（石塚ほか，2010）
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図 3 Multi-GAS （多成分ガスセンサーシステム）

施し，火山ガス放出活動の監視を行うとともに，マ

グマの脱ガス過程や熱水系の変動の解析を進めてい

る．従来，火山ガス組成の観測は直接採取分析に依っ

ていたため，観測対象は噴気活動に限られていた．

しかし，火山噴煙の観測に基づき火山ガス組成を測

定するための装置と手法（図 3）を新たに開発するこ

とにより，日本内外の様々な火山の火山ガス観測が

可能となった．本手法の適用により，三宅島などに

おける大規模な火山ガス放出活動による火山ガス組

成の定量が可能となり，火山活動の推移に伴う火山

ガス供給過程の変化などの解明が進展した．また，

本装置は自動計測が可能であるため，各火山に設置

して長期間の観測を継続するなどの応用が可能であ

り，火山ガスの連続観測の実現に向けて開発が進め

られている．

地下での熱活動や火山ガスの供給の増加，マグマ

の貫入など火山活動の変化は，まず地下での熱水系

に変化を及ぼし，その変化が地表では表面熱活動や

自然電位・比抵抗などの変化として検知される場合

がある．産業技術総合研究所では，熱水活動の監視

により火山活動の変動を検知するため，自然電位の

連続観測や表面温度分布の繰り返し観測を行うとと

もに，その定量的評価のための熱水系シミュレー

ションを実施している．特に，シミュレーションと

観測結果の比較検証により，実際の火山に対応した

熱水系の定量的なモデルを構築し，マグマの貫入や

火山ガスの供給などの様々な条件における熱水系の

変動の定量的な予測を実現すべく研究を進めてい

る．

4. 活火山データベースの整備

得られた地質情報をより簡便に，より分かり易く

社会へ還元するために，日本の活火山の噴火履歴と

その規模や噴火様式を，活火山データベースとして

公開している．このデータベースは，1 万年噴火イ

ベントデータ集，火山地質図集，詳細火山データ集

および火山研究解説集からなり，現在も情報収集，

編集中である．1 万年噴火イベントデータ集では，

暦年代で統一した噴火年代 / 噴火様式 / 堆積物種類

/ 給源 / 噴火規模等の情報を，これまでに公開され
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た文献から抽出した統一フォーマットで記述してい

る．火山地質図集および詳細火山データ集では，特

に活動的な火山について，図や写真を用いて詳しく

地質の解説をしている．そして火山研究解説集では，

地質に加え，地球物理・地球化学の学際的視点から，

火山の総合理解をめざした解説を薩摩硫黄島，有珠

山を対象に行っている．
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